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１００％の実施率を目指す。

継続

コメント

コメント

ブックスタートは乳幼児の心の成長と健全な親子関係を育む事
業で、少子化対策の一助にもなっている。教育部と健康福祉部
との連携がスムーズにいき、良好な運営ができた。ボランティ
アの献身的な協力で事業コストも低く押さえられている。

引続き事業の推進を図られたい。

今後の方向性

今後の方向性

継続★★★★

平成17年度

継続

平成16年9月～17年8月に出生した乳児とその保護者943組中888組
（94％）に実施。乳幼児の図書館登録数484人。絵本の貸出数
83,918冊。

改革により予
想される成果

絵本を介して、親子のふれあいと絆を育み、健やかな子どもの成長が期待できる。

平成19年度か
らの対応

広報紙等でＰＲする。健康推進課と連携し、未実施者の減に努める。

平成20年度以
降の対応

受診する親子に絵本２冊と子育て支援マップなどをプレゼントし、読み聞かせの大切さや絵本の与え方などをアド
バイスする。

一次評価

平成16年度
平成16年4月～16年8月に出生した乳児とその保護者371組中342組
（92％）に実施。乳幼児の図書館登録数239人。絵本の貸出数
77,937冊。

平成18年度

●評価指標

●事務事業の評価

事務事業名
所  管

手　段
（どのようなや
り方で）

事務事業の背
景・住民の意向

成　果
（どのような状
態にしたいか）

対　象
（誰・何を）

整理番号 11101-000

図書館　学習情報スタッフ

ブックスタート事業

政　策 1-1-1　乳幼児期の教育の充実

●事務事業の位置付け

期間

基本計画におけ
る位置付け

基本政策

根拠法令・要綱等 図書館法　公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準

1-2-1　家庭教育の充実関連
政策

平成17年9月～18年8月に出生した乳児とその保護者880組中853組
（97％）に実施。乳幼児の図書館登録者数592人。絵本の貸出数
87，758冊。

事務事業実績

保健センターで実施する、６か月児健康診査受診者。

●事務事業の実績・投入コスト

見直し改善の
経過

年度

1-1　　心豊かな人づくり

●事務事業の内容

親子のふれあいを育み、乳幼児の心の健全な発育を図ることができる。

1-4-3　ボランティア活動の促進

ブックスタートは1992年にイギリスで始まり、日本では平成12年の「子ども読書年」から始まる。現在全国で598、
県内では19の自治体で実施されている

絵本を介して親と子のふれあいと絆を育み、健やかな子供の成長を応援する。
目　的

（何のために）

観点別・一次評価（担当部署の評価）

二次評価（行政評価委員会の評価）

●改革プラン

二次評価 ☆☆☆☆

★★★★

★★★★
★★★★観点別評価
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